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　12月定例会で、補正予算の専決処分承認案2件、条例の制定案3件、条例の一部
改正案6件、補正予算案8件、組合の規約変更案1件、計画変更案1件、人事案1件、
工事請負契約案3件、議員発委案3件、継続調査申出書案4件、合計32議案につい
て原案どおり可決した

木が視界をさえぎっている八雲池展望台

・分庁舎壁面張替工事

・広域入所委託料

・障害者自立支援給付費など

・有害鳥獣防除報償費

・甲西バイパス沿い観光案内板移設費

・町営住宅の修繕費

・八雲池展望台支障木補償費

349万円

252万円

4,912万円

165万円

120万円

180万円

15万円

平成24年度補助金交付件数状況

※補助内容　町内在住者=7万円　町外からの転入者=15万円

167万円当初予算
在住者
転入者

20件
2件

98万円9月補正
在住者
転入者

12件
1件

430万円12月補正 見込み件数
在住者
転入者

40件
10件

補助金交付決定件数
3～4kw未満
4～5kw未満
6～7kw未満
7～8kw未満
9kw以上
合計

19軒
12軒
2軒
1軒
1軒
35軒

23年度実績
補助額　2,649,000円

普
及
が
進
む
太
陽
光
発
電

希望者が多い、太陽光発電システム設置補助金

430万円を増額し合計695万円に！

ローソン出店予定地（白子地内）

白子地区土地購入費 民　地
国有地（ ）1,694万円

店舗出店は公募　　　　　　によりローソンに決定（プロポーザル）

契約期間は29年
土地利用料は月55万円を予定

平成25年6月
オープン予定

一般会計総額72億3,655万円補正合計9,213万円



中込　昌司　氏（鰍沢）

任期満了に伴い推薦に同意

●人権擁護委員（3期目）

〈産業建設常任委員会〉
●移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を定める条例〈原案可決〉

●地区計画等の案の作成手順に関する条例〈原案可決〉

●水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資
　格基準に関する条例〈原案可決〉

通年営業となった塩の華

塩の華通年営業に
423万円を追加補正

活性化事業

塩の華は毎週木曜日を定休日としていたが通年
営業とするために補正。〈原案可決〉

平成24年12月6日から平成25年3月31日まで試行

●富士川町老人医療費助成金支給条例を廃止する条例〈原案可決〉

町民税非課税世帯の68歳、69歳の方の医療費については、通常3割負担であるが条例で1割
負担となっている（県で1割・町で1割を負担）。
23年度実績では97人が対象。負担額は約422万円で、内、県が211万円を負担、町では211
万円に罰金65万円を加えて276万円を負担した。24年度は92人、町負担分約200万円を予定
している。
山梨県単独老人医療費助成が平成25年3月31日をもって廃止となる。これに伴い町単独で
はこの事業を継続できないため廃止とする。ただし、平成25年3月31日現在、受給者証の
交付を受けている者が、平成25年4月1日から平成27年3月31日までの間に受ける診療など
に係る医療費助成はこれまでどおり行う。
弱者への配慮から、町単独でも継続すべきとの意見があった。しかし、県下各市町村も廃
止予定で、町単独での2割負担は考えていないとの答弁があった。

（イ）

（ロ）

（ハ）

（ニ）

●峡南広域行政組合規約の変更〈原案可決〉

　当町のふれあいペンダントの通報先が10月1日から変わった。これまでは通報の受信先が北部
消防署だった。現在は、まずNPO法人山梨県安心安全見守りセンターにつながり、そこから北部
消防署へ出動要請が出るようになった。受信先を移行した目的は北部消防署の業務軽減や24時間
対応のより細やかなサポート実現などのため。
これに伴い、峡南広域行政組合への負担金が、平成25年度から約51万円減額される予定である。



　総務・教育厚生常任委員会は12月19日、産業建設常任委員会は19、20日（現地視察）に委員会
を開催。平成24年度主要事業進ちょく状況などの説明を受けた。その後、要望などを行った。

観
光
関
連
施
設
を
管
理

運
営
す
る
法
人
設
立
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
は

こ
の
事
業
は

一
年
契
約
な
の
か

ぴ
っ
か
り
高
木
と
い
し
い

そ
う
た
ろ
う
の
地
域
貢
献

活
動
の
内
容
は

道の駅富士川の完成イメージ

【
企
画
課
】

　
平
成
25
年
3
月
ま
で
に
予

算
計
上
、
条
例
制
定
な
ど
を

行
い
、
平
成
25
年
7
月
1
日

の
設
立
を
予
定
し
て
い
る
。

　
資
本
金
は
5
、
0
0
0
万

円
。
額
面
一
株
の
金
額
は
5

万
円
を
予
定
し
て
い
る
。

　
町
内
の
お
も
な
祭
り
の
司

会
の
ほ
か
、
6
月
に
は
町
内

保
育
所
の
交
通
安
全
教
室
、

10
月
に
保
育
所
合
同
運
動
会
、

12
月
に
は
鰍
沢
中
学
校
に
て
、

自
ら
の
イ
ジ
メ
体
験
を
踏
ま

え
た
講
話
を
行
っ
た
。
1
月

19
、
20
日
の
国
文
祭
で
は
司

会
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
今
後
の
予
定
は
決
ま
り

次
第
お
知
ら
せ
す
る
。

　
吉
本
興
業
は
期
限
を
定
め

て
い
な
い
。
い
し
い
本
人
も

来
年
も
町
に
住
む
意
向
が
あ

る
こ
と
は
確
認
し
て
い
る
。

（
要
望
）
町
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
は

続
け
て
行
わ
な
け
れ
ば
効
果

が
な
い
。
今
後
も
こ
の
事
業

を
継
続
し
た
ほ
う
が
よ
い
。

【
財
政
課
】

　
予
算
編
成
の
基
本
的
考
え

方
、
地
方
交
付
税
の
概
要
な

ど
の
説
明
を
う
け
た
。

ぴっかり高木といしいそうたろうの
交通安全教室（第2保育所）

観
光
関
連
施
設
と
は
…

　
「
塩
の
華
」「
つ
く
た
べ
か

ん
」
お
よ
び
、
平
成
26
年
度

前
半
に
完
成
す
る
「
道
の
駅

　

富
士
川
」
な
ど
の
町
が
所

有
す
る
施
設
。



第
4
保
育
所

大
規
模
改
修
工
事
完
成

住
基
カ
ー
ド
で

県
立
図
書
館
の

蔵
書
の
貸
し
出
し
は

町
民
図
書
室
の

検
索
シ
ス
テ
ム
は

【
子
育
て
支
援
課
】

　
新
築
か
ら
30
年
以
上
が
経
過

し
、
雨
漏
り
な
ど
老
朽
化
が
著

し
い
第
4
保
育
所
の
大
規
模
改

修
工
事
が
完
成
し
た
。
改
修
内

容
は
、
屋
根
の
防
水
工
事
や
電

気
設
備
な
ど
の
器
具
類
の
交
換
。

ま
た
、
0
歳
児
や
未
満
児
の
受

け
入
れ
に
も
対
応
で
き
る
よ
う

床
暖
房
設
備
、
エ
ア
コ
ン
も
完

備
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
ト
イ
レ

の
全
面
改
装
や
玄
関
ア
プ
ロ
ー

チ
の
改
修
な
ど
を
実
施
し
た
。

改
修
工
事
総
額
は
1
億
1
、

9
1
4
万
円
。

【
生
涯
学
習
課
】

　
平
成
22
年
か
ら
町
民
図
書
室

に
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
パ
ソ
コ
ン
画
面
か
ら
本
を

検
索
で
き
る
。
ま
た
、
県
立
図

書
館
か
ら
自
己
負
担
な
し
で
町

民
図
書
室
ま
で
の
図
書
の
宅
配

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
。

【
町
民
生
活
課
】

　
一
度
県
立
図
書
館
で
カ
ー
ド

を
作
り
、
そ
の
情
報
を
自
分
の

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
へ
書
き

込
め
ば
次
回
か
ら
利
用
で
き
る
。

【
農
林
振
興
課
】

◎
長
沢
排
水
機
場
改
修
工
事

　
湛
水
防
除
事
業
と
し
て
実
施
。

工
期
24
年
12
月
１
日
か
ら
25
年

２
月
28
日
ま
で
、
請
負
金
額

2
3
1
万
円
、工
事
概
要
は
取
水

口
整
備
一
式
、進
入
路
整
備
一
式
。

◎
畔
沢
農
作
業
道
整
備
工
事

　
農
業
体
質
強
化
基
盤
整
備
促

進
事
業
と
し
て
実
施
。
工
期
24

年
10
月
３
日
か
ら
25
年
2
月
20

日
ま
で
、
請
負
金
額
7
8
2
万

円
、
施
行
延
長
L
＝
1
1
0
・

9
ｍ
、
幅
員
W
＝
3
ｍ
。

◎
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

　
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備

事
業
と
し
て
実
施
。
穂
積
地
区

農
道
5
号
線
道
路
工
事
、
施
行

延
長
L
＝
1
3
8
ｍ
、
幅
員
W

＝
3
ｍ
お
よ
び
上
手
2
工
区
鳥

獣
害
防
止
柵
設
置
工
事
、
施
行

延
長
L
＝
2
、
2
9
0
ｍ
、
H

＝
2
・
3
ｍ
。

【
建
設
課
】

◎
東
川
排
水
区
雨
水
幹
線
管
渠

 
布
設
工
事

　
工
事
概
要
は
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル

バ
ー
ト
1
7
0
0
×
1
7
0
0
、

L
＝
66
・
7
ｍ
。

◎
町
道
鬼
島
通
学
路
線
道
路
改
良

 
工
事

　
施
工
延
長
L
＝
1
7
7
ｍ
、

工
期
24
年
10
月
31
日
か
ら
25
年

1
月
15
日
ま
で
、
請
負
金
額

3
9
2
万
円
。

【
商
工
観
光
課
】

◎
八
雲
池
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

　
全
長
約
10
㎞
、
標
高
差

3
5
0
ｍ
。

◎
十
谷
観
光
駐
車
場
擁
壁
補
修

 
工
事

【
上
下
水
道
課
】

◎
鰍
沢
汚
水
幹
線
33
ー
24
ー
4

　
号
管
布
設
工
事

　
公
共
下
水
道
事
業
と
し
て
実

施
。
工
期
24
年
10
月
20
日
か
ら

25
年
３
月
16
日
ま
で
、
請
負
金

額
4
、
7
2
5
万
円
、
施
行
延

長
L
＝
2
2
2
・
9
m
。

畔沢農作業道整備工事

鰍沢汚水幹線33-24-4号管布設工事 トレッキングコースからの眺め

東川排水区雨水幹線管渠布設工

き
れ
い
に
な
っ
た
第
4
保
育
所



し、毎月1回話し合いをもっています。
の向上・執行部への監視能力の向上などです。

①年１回休日議会を開催
　平日に傍聴できない方にも議会を身近に感じていただくことが目的です。

②町民との懇談会を実施
　年１回数カ所の区に議員が出向き、

直接町民との対話の機会を設けています。

③勉強会・研修会の実施
　議会改革に関する勉強会、その他必

要に応じてテーマを決めて実施してい

ます。また、議会改革先進地への視察

研修も行いました。議会が主催した地

域医療に関する勉強会では、町民・町

職員にも呼びかけ、町民と共に学ぶ機

会をつくりました。

④議会運営面の改革
　議会運営委員会を中心に議会運営面の改善を随時行っています。

・予算・決算の特別委員会による審査方式の導入

・一般質問の持ち時間制限制の導入

・各種審議会などへの議員の参画の見直し、などです。

⑤その他
　議員定数・政務活動費・費用弁償・報酬などについて、継続して議論を重

ねています。

県町村議会議長会・花輪次長を招いての勉強会

昨年に引き続き行われた地区懇談会



全議員が参加のもと、議会改革特別委員会を設置
目指すことは・町民に開かれた議会・議員の資質

「地方分権」の時代を迎えて十数年。時代が大きく変わる中、議会もま

た古い体質を見直し、住民にもっと開かれた、もっと信頼される議会に

なることが求められています。

町民を代表する機関として町執行部と対等の立場で切磋琢磨する議会の

役割を果たすためにも、議員自らが資質の向上に努め、現状に甘んずる

ことなく常に改革に向かう姿勢が求められているのです。

今後さらに改革を進めていくため、このほど、議員7人の構成による「議

会改革小委員会」を設置しました。その内容を町民のみなさまにもご理

解いただき、ご意見も伺いながら、あるべき議会の姿を目指します。

広報研修会に参加
　第77回町村議会広報研修会
が10月29日から30日まで、東
京シェーンバッハ・サボーに
おいて開催されました。当日は、
全国から約400人の広報編集委
員らが参加。当委員会からは、
全員の6人が出席しました。
　1日目は、文章校正、表記、
写真の撮影方法などを研修。2
日目は、分科会方式の「議会
広報クリニック」に参加しま
した。今回学んだことを生かし、
読みやすく親しみやすい紙面
づくりを心がけていきます。

　第30回山梨県町村議会広報コンクールの表彰式が11
月2日、甲府市の自治会館で行われました。
　広報紙部門においては9町18紙の中から、写真部門に
おいては9町34紙のなかから、それぞれ「富士川町議会
だより第9号」が優秀賞を受賞しました。
　この結果に満足することなく「読みやすく親しみや
すい議会だより」を目指し、委員一同、日々精進を重
ねていきます。

広報常任委員会の活動報告

富士川町議会だより
広報紙部門
写真部門



峡
南
北
部
二
病
院
統
合
協
議
会
を
設
置

　
市
川
三
郷
町
立
病
院
お
よ
び
社

会
保
険
鰍
沢
病
院
の
経
営
統
合
に

向
け
た
協
議
を
行
う
た
め
、
11
月

30
日
、
峡
南
北
部
二
病
院
統
合
協

議
会
が
設
置
さ
れ
た
。

　
同
日
行
わ
れ
た
第
１
回
協
議
会

で
は
、
協
議
項
目
、
手
順
お
よ
び

工
程
、
経
営
形
態
の
考
え
方
、
病

院
名
称
の
考
え
方
が
協
議
さ
れ
、

25
年
４
月
ま
で
に
基
本
計
画
を
と

り
ま
と
め
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

病
院
の
経
営
形
態
・
名
称
は

　
　
　
　
　
　
　
１
月
に
意
見
集
約

　
12
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
第

２
回
協
議
会
で
、
統
合
病
院
の

経
営
形
態
、
名
称
、
情
報
シ
ス

テ
ム
整
備
な
ど
が
提
案
さ
れ
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
両
町
に

持
ち
帰
っ
て
検
討
し
、
１
月
の

協
議
会
に
置
い
て
意
見
集
約
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
富
士
川
町
議
会
で
は
、
１
月

に
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
統

合
病
院
の
経
営
形
態
、
名
称
な

ど
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
こ

と
と
し
た
。

総合診療型病院として予定されている市川三郷町立病院

基幹診療型病院として予定されている社会保険鰍沢病院

峡南北部二病院統合協議会

◎設置に関すること
・病院の経営形態
・病院の名称
・開院準備

◎財務会計に関すること
・財産の管理及び処分
・会計処理
・資金管理

◎人事管理に関すること
・役職員の処遇
・給与及び定数
・就業条件

◎管理運営に関すること
・例規の整備
・情報システムの整備
・業務管理
・施設管理
・関連施設

協議会の協議項目

市川三郷町

富士川町

市川三郷町立病院

社会保険鰍沢病院

山梨大学医学部附属病院

山梨県

町長

町議会議長

町議会地域医療を守る特別委員長

町議会議員

学識経験者

町長

町議会議長

町議会地域医療を守る特別委員長

町議会議員

学識経験者

院長

事務長

総看護師長

院長

事務局長

看護局長

副病院長

福祉保健部長

久保　眞一

内田　利明

秋山　詔樹

松野　清貴

深澤新次郎

志村　　学

芦澤　益彦

齊藤　正行

井上　光三

今村　辰夫

河野　哲夫

伊藤　正己

穂坂さち子

中島　育昌

大間　辰雄

保坂ひろみ

佐藤　　弥

三枝　幹男

会　長

副会長

所　属 氏　名役　職　名 備　考

峡南北部二病院統合協議会　委員名簿

！！！！
26年4月に統合病院を開院



町
の
Ｐ
Ｒ
強
化
を

フットサル施設への
改修は

必要性など
大所高所から検討

12月定例会

問
　
メ
ジ
ャ
ー
に
な
っ
て
い
く

ス
ポ
ー
ツ
の
フ
ッ
ト
サ
ル
を
、

町
の
主
力
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
フ
ッ

ト
サ
ル
大
会
の
開
催
な
ど
を
通

し
て
、
県
内
外
か
ら
関
係
者
を

呼
ぶ
こ
と
は
町
の
活
性
化
に
繋

が
る
と
考
え
る
が
、
フ
ッ
ト
サ

ル
の
普
及
に
関
し
て
町
が
か
か
わ
っ

て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
総
合
計
画
に

お
い
て
も
、
生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
推
進
の
施
策
と
し
、

町
民
み
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
提

唱
し
て
お
り
、
フ
ッ
ト
サ
ル
も

そ
の
中
の
1
つ
と
考
え
て
い
る
。

問
　
町
内
で
フ
ッ
ト
サ
ル
が
で

き
る
施
設
が
あ
る
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
町
内
に
は
フ
ッ

ト
サ
ル
が
で
き
る
施
設
は
な
い
。

問
　
体
育
館
や
人
工
芝
の
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
な
ど
、
他
の
競
技
と

併
用
し
て
フ
ッ
ト
サ
ル
の
場
を

提
供
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
町
内
に
ど
の

程
度
の
希
望
者
が
い
る
か
、
ニ
ー

ズ
調
査
な
ど
を
す
る
中
で
状
況

把
握
に
努
め
た
い
。

町
長
　
中
巨
摩
広
域
の
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
に
負
担
金
を
出
し

て
い
る
の
で
、
町
の
施
設
と
し

て
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
　
利
根
川
公
園
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
は
、
本
来
の
利
用
目
的
が

果
た
さ
れ
て
い
な
い
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
へ
人
工
芝
の
張
り
替
え
改

修
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

町
長
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
と
し

て
の
必
要
性
や
、
フ
ッ
ト
サ
ル

場
と
し
て
活
用
で
き
る
か
も
含

め
て
大
所
高
所
か
ら
検
討
す
る
。

問
　
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
が
育

つ
町
の
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
を
、
観
光
・

物
産
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
に
加
え
て
全

国
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
、

さ
ら
な
る
活
性
化
に
繋
が
る
と

思
う
が
考
え
を
伺
う
。

町
長
　
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
い

て
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
や
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
輩
出
し
て

お
り
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
も

数
多
く
開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
々

が
町
に
訪
れ
て
い
る
。
ス
ポ
ー

ツ
は
も
と
よ
り
、
他
県
に
誇
れ

る
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
活
用
し
た

誘
客
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
自
然
・
産
業
・

文
化
・
歴
史
な
ど
を
活
用
し
た

従
来
の
観
光
に
加
え
、
地
域
で

の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
始
め
と
し

教
育
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
を
有
機
的
に
結
合
さ
せ
た
、

新
た
な
活
性
化
策
に
も
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問
　
全
国
で
活
躍
し
て
い
る
選

手
に
観
光
大
使
な
ど
を
お
願
い
し
、

任
命
し
て
町
を
宣
伝
し
て
も
ら

う
考
え
は
。

町
長
　
Ｐ
Ｒ
の
で
き
な
い
大
使

を
任
命
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

適
任
者
が
い
た
ら
ぜ
ひ
お
願
い

し
て
い
き
た
い
。

さ
め
た
洋
平
議
員

フ
ッ
ト
サ
ル
場
と
し
て
の
整
備
を（
利
根
川
公
園
）



神
田
　
智
議
員

問
　
鰍
沢
病
院
、
市
川
三
郷
町

立
病
院
は
、
ど
の
よ
う
な
経
営

形
態
で
の
経
営
統
合
を
目
指
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

町
長
　
峡
南
北
部
二
病
院
統
合

協
議
会
に
お
い
て
、
経
営
形
態

案
を
4
つ
に
類
型
化
す
る
と
と

も
に
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
地
方
公
営
企
業
法

の
全
部
適
用
を
し
た
企
業
団
が

主
体
と
な
っ
て
、
そ
の
企
業
団

の
企
業
長
が
管
理
・
運
営
し
て

い
く
。
そ
の
企
業
長
に
は
で
き

る
限
り
権
限
を
与
え
て
い
く
。

26
年
4
月
ス
タ
ー
ト
な
の
で
、

そ
の
時
期
を
考
え
る
と
、
そ
れ

が
適
当
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

問
　
組
合
の
構
成
団
体
は
両
町
、

組
合
の
議
会
は
両
町
の
議
会
代

表
者
で
構
成
、
黒
字
予
算
な
ら

問
題
な
い
が
、
赤
字
予
算
の
場

合
、
そ
の
負
担
に
つ
い
て
は
両

町
議
会
の
議
決
が
必
要
。
そ
の

負
担
に
つ
い
て
は
。

町
長
　
仮
定
の
話
だ
が
、
特
別

地
方
公
共
団
体
を
つ
く
る
。
そ

の
企
業
団
が
予
算
の
調
整
な
ど

議
会
を
開
催
す
る
。

　
町
が
特
別
交
付
金
、
補
助
金
、

委
託
金
を
出
す
場
合
は
、
議
会

の
議
決
が
必
要
と
な
る
。

　
特
別
地
方
公
共
団
体
な
の
で
、

地
方
債
、
市
中
銀
行
か
ら
の
一

時
借
り
入
れ
も
で
き
る
。
企
業

長
が
自
分
の
病
院
の
経
営
と
い

う
観
点
か
ら
、
企
業
団
の
議
会

と
決
定
し
て
い
け
ば
、
い
け
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

問
　
独
法
化
は
、
理
事
長
、
評

価
委
員
会
の
任
命
権
、
中
期
目

標
の
策
定
な
ど
、
自
治
体
が
責

任
と
権
限
を
持
っ
て
、
自
治
体

の
そ
の
病
院
に
か
か
る
費
用
を

最
小
限
に
抑
え
て
、
医
療
経
営

を
確
立
で
き
る
。
病
院
経
営
は

病
院
の
専
門
家
に
任
せ
る
方
が

よ
い
の
で
は
な
い
か
。

町
長
　
独
法
は
理
事
長
が
理
事

会
を
、
組
合
は
議
会
を
、
動
き

が
鈍
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、

地
域
の
声
を
届
け
る
に
は
、
議

会
の
ほ
う
が
よ
い
と
思
っ
て
い

る
。
独
法
は
黒
字
化
目
的
で
病

院
運
営
を
し
て
い
く
。
町
内
で

本
当
に
医
療
に
困
っ
て
い
る
人

に
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
る
か
疑

問
と
な
る
。
そ
こ
で
独
法
で
は

評
価
委
員
会
制
度
が
あ
る
。

　
公
営
企
業
の
場
合
は
、
議
会

が
評
価
・
審
査
す
る
。
も
し
議

会
の
了
解
を
い
た
だ
き
、
必
要

で
あ
れ
ば
評
価
委
員
会
を
入
れ

て
も
よ
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
　
基
本
契
約
書
に
は
、
一
定

期
間
を
経
過
し
た
時
点
を
目
途

と
し
て
、
経
営
形
態
の
評
価
・

見
直
し
の
協
議
を
行
う
と
し
て

い
る
が
。

町
長
　
地
方
公
営
企
業
法
の
全

部
適
用
が
う
ま
く
い
か
な
け
れ

ば
、
当
然
独
法
化
、
あ
る
い
は

別
の
方
策
が
も
し
あ
れ
ば
、
そ

ち
ら
も
考
え
て
い
く
こ
と
に
な

る
と
思
う
。

どのような経営形態で2病院の
経営統合を目指しているのか

地方公営企業法の全部適用をした
企業団が主体となる

独
立
行
政
法
人
化
の

考
え
は

緊急医療として期待される鰍沢病院



齋
藤
正
行
議
員

平林へき地保育所の今後は

地域の方々と話し合う

平成15年度をもって休所された平林へき地保育所

平成15年度をもって休所された五開へき地保育所

下
水
道
の

設
置
状
況
は

消
防
委
員
会
条
例
の

見
直
し
は

問
　
休
所
し
て
い
る
保
育
所
の

管
理
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　
3
カ
所
の

保
育
所
が
休
所
と
な
っ
て
お
り
、

保
育
士
が
定
期
的
に
草
取
り
な

ど
行
っ
て
い
る
が
、
遊
具
の
保

守
点
検
は
行
っ
て
い
な
い
。

問
　
平
林
へ
き
地
保
育
所
は
、

昭
和
37
年
に
建
て
ら
れ
、
平
成

15
年
か
ら
休
所
と
な
っ
て
い
る

が
今
後
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　
早
急
に
地

域
の
方
々
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い

て
話
し
合
い
の
場
を
設
け
た
い
。

問
　
工
事
が
実
施
さ
れ
、
一
部

供
用
開
始
さ
れ
た
の
は
平
成
5

年
と
思
う
が
、
町
の
整
備
状
況
は
。

上
下
水
道
課
長
　
釜
無
川
流
域

下
水
道
の
関
連
公
共
下
水
道
事

業
と
し
て
、
昭
和
62
年
か
ら
山

間
地
を
除
く
市
街
地
で
、
下
水

道
計
画
区
域
と
し
て
工
事
に
着

手
し
、
整
備
率
72
・
8
％
と
な
っ

て
い
る
。

問
　
小
林
区
の
設
置
状
況
は
。

上
下
水
道
課
長
　
小
林
区
の
約

7
割
の
区
域
を
整
備
し
た
が
、

竹
重
地
区
に
つ
い
て
は
平
成
26

年
度
に
下
水
道
法
お
よ
び
都
市

計
画
法
の
認
可
申
請
を
行
い
、

27
年
か
ら
着
手
し
て
い
き
た
い
。

問
　
消
防
委
員
会
条
例
に
団
員

の
服
務
等
の
待
遇
に
つ
い
て
、

議
会
に
建
議
す
る
と
あ
る
が
、

議
会
で
決
め
る
こ
と
で
は
な
い

と
思
う
が
見
直
す
考
え
が
あ
る
か
。

総
務
課
長
　
県
内
で
は
、
18
市

町
村
が
条
例
を
定
め
て
い
る
が
、

そ
の
内
9
市
町
村
は
議
会
に
建

議
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
今
後
、
協
議
し
な

が
ら
見
直
す
こ
と
も
考
え
て
い

き
た
い
。



堀
之
内
美
彦
議
員

問
　
子
育
て
環
境
の
充
実
を
図

る
子
ど
も
子
育
て
関
連
三
法
が

成
立
し
た
。
子
ど
も
子
育
て
支

援
関
連
の
制
度
財
源
を
一
元
化

し
、
新
し
い
仕
組
み
を
構
築
し
、

質
の
高
い
学
校
教
育
、
保
育
の

一
体
的
な
提
供
、
保
育
の
量
的

拡
充
、
家
庭
に
お
け
る
療
育
支

援
の
充
実
を
図
る
も
の
と
し
て

い
る
。
国
に
お
い
て
は
25
年
4

月
支
援
会
議
が
設
置
さ
れ
る
。

本
町
に
お
い
て
も
来
年
度
か
ら

子
育
て
当
事
者
な
ど
を
メ
ン
バ

ー
と
す
る
合
議
制
機
関
を
設
置

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

当
局
で
は
設
置
す
る
考
え
は
あ

る
の
か
伺
う
。

子
育
て
支
援
課
長
　
子
ど
も
子

育
て
支
援
法
に
よ
る
合
議
制
機

関
の
設
置
に
つ
い
て
は
今
後
国

の
基
本
方
針
な
ど
の
動
向
を
注

視
し
検
討
し
て
い
く
。

問
　
平
成
27
年
か
ら
の
本
格
施

行
に
向
け
事
業
計
画
策
定
に
向

け
た
ニ
ー
ズ
調
査
の
た
め
の
経

費
を
計
上
す
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
が
、
考
え
を
伺
う
。

子
育
て
支
援
課
長
　
国
の
子
ど

も
子
育
て
会
議
で
議
論
し
た
上

で
、
基
本
的
な
指
針
を
示
す
と

さ
れ
て
い
る
国
の
制
度
工
程
な

ど
か
ら
み
る
と
、
9
月
・
12
月

定
例
会
の
際
に
予
算
要
望
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
新
た
な
制
度
へ
の
円
滑
な

移
行
を
目
指
し
、
本
町
に
お
い

て
も
速
や
か
に
準
備
組
織
を
立

ち
上
げ
対
応
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

子
育
て
支
援
課
長
　
町
で
は
事

業
計
画
で
あ
る
子
育
て
支
援
計

画
や
規
定
の
整
備
に
あ
た
っ
て

は
、
関
係
部
署
と
の
連
携
を
図

る
中
で
対
応
す
る
。

問
　
利
用
者
に
対
し
て
の
新
制

度
の
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
相
談
体
制
を
整
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
思
う
。
来
年
度

か
ら
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が

当
局
の
対
応
を
伺
う
。

子
育
て
支
援
課
長
　
新
制
度
の

情
報
提
供
に
つ
い
て
は
広
報
な

ど
で
お
知
ら
せ
す
る
。
相
談
体

制
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
子
育

て
支
援
課
・
保
育
所
な
ど
と
連

携
を
図
る
中
、
充
実
し
た
体
制

の
構
築
に
務
め
る
。

問
　
天
井
や
照
明
器
具
・
内
外

壁
・
設
備
機
器
・
窓
ガ
ラ
ス
な

ど
、
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
が

遅
れ
、
二
次
被
害
を
防
ぐ
取
り

組
み
は
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
。

文
科
省
は
昨
年
4
月
耐
震
対
策

に
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
通

達
を
出
し
て
い
る
。
小
中
学
校

の
点
検
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
総
務
課
長
　
目
視
で
き
る

施
設
設
備
は
学
校
職
員
に
よ
り

常
時
点
検
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
校
舎
な
ど
は
建
築
基

準
法
第
12
条
の
規
定
に
よ
る
調

査
を
実
施
し
て
い
る
が
、
調
査

対
象
校
で
も
天
井
な
ど
の
点
検
、

対
象
外
の
学
校
や
校
舎
、
体
育

館
は
未
点
検
で
あ
る
。

地方版子ども子育て支援会議を
設置する考えは

国の基本指針などの
動向を注視し検討する

公
立
学
校
施
設
の
非
構

造
部
材
の
耐
震
対
策
は

子育て環境の充実を



秋
山
　
貢
議
員

病院経営は一部事務組合
全部適用が既定路線では

決定ではなく
協議会の中で決める

身
延
線
鰍
沢
口
駅
を

町
の
顔
と
し
て
生
か
せ

問
　
11
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た

峡
南
北
部
二
病
院
統
合
協
議
会

で
は
、
経
営
形
態
の
類
型
4
案

が
示
さ
れ
た
。
類
型
案
の
1
つ
が
、

一
部
事
務
組
合
の
地
方
公
営
企

業
法
の
全
部
適
用
で
あ
る
。

　
こ
の
経
営
形
態
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
を
ど
う
考
え
る
か
。

町
長
　
議
会
が
関
与
す
る
た
め

地
域
の
声
が
届
き
や
す
い
。
2

町
が
設
置
す
る
の
で
、
地
域
で

必
要
と
す
る
医
療
政
策
が
提
供

で
き
る
。
そ
れ
と
企
業
債
が
発

行
で
き
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
す

れ
ば
、
地
方
独
立
行
政
法
人
の

ほ
う
が
、
法
的
に
も
自
立
的
で

弾
力
的
な
経
営
が
可
能
に
な
る

こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、

職
員
の
身
分
が
特
別
地
方
公
共

団
体
の
職
員
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

問
　
た
と
え
ば
全
部
適
用
の
管

理
者
は
人
事
権
を
持
ち
、
職
員

の
独
自
採
用
が
可
能
と
し
つ
つ
、

定
数
は
条
例
で
決
め
る
。
予
算

編
成
権
を
持
ち
原
案
を
作
成
す
る
。

し
か
し
、
企
業
長
が
調
整
し
て

議
会
に
提
出
す
る
。

　
結
局
、
両
町
の
合
意
で
意
思

決
定
す
る
。
利
害
関
係
者
は
倍

増
し
、
議
会
の
関
与
は
強
く
、

管
理
者
の
裁
量
は
制
限
さ
れ
る
。

2
町
の
利
害
調
整
に
手
間
取
り
、

意
思
決
定
が
タ
イ
ム
リ
ー
に
で

き
な
い
。
病
院
経
営
に
必
要
な

ス
ピ
ー
ド
や
柔
軟
性
が
生
か
さ

れ
な
い
。
病
院
経
営
は
一
部
事

務
組
合
の
全
部
適
用
が
既
定
路

線
で
は
な
い
の
か
。

町
長
　
物
事
が
全
て
決
ま
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
協
議
会

の
中
で
決
め
て
い
く
。
こ
れ
か

ら
2
回
ぐ
ら
い
協
議
会
の
中
で

議
論
し
、
年
明
け
に
な
ら
な
け

れ
ば
最
終
的
な
決
定
は
で
き
な
い
。

問
　
一
定
期
間
を
経
過
し
た
時

点
で
、
経
営
形
態
の
評
価
お
よ

び
見
直
し
を
す
る
と
い
う
が
、

い
つ
ご
ろ
に
な
る
の
か
。

町
長
　
一
般
論
で
は
、
3
年
か

ら
5
年
く
ら
い
が
一
定
期
間
に

な
る
と
考
え
る
。

問
　
専
門
的
知
見
も
活
用
し
た

第
三
者
に
よ
る
評
価
機
関
を
、

26
年
4
月
に
は
設
置
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

町
長
　
事
後
評
価
は
や
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
新
し
い
病
院
で
は
や
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。

問
　
町
の
顔
と
し
て
の
Ｊ
Ｒ
身

延
線
鰍
沢
口
駅
を
、
ど
の
よ
う

に
位
置
づ
け
活
用
す
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長
　
身
延
線
鰍
沢

口
駅
を
町
の
玄
関
口
の
一
つ
と

し
て
位
置
付
け
、
構
内
へ
の
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
設
置
や
町

内
へ
の
ア
ク
セ
ス
案
内
を
掲
示
し
、

案
内
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

ふ
れ
あ
い
散
歩
道
が
富
士
川
の

川
べ
り
に
あ
る
の
で
、
町
内
へ

の
誘
導
に
活
用
し
た
い
。

経営形態の類型

病院引き渡し
（開院日前日）

一定期間
経過後譲渡契約

一部事務組合
（一部適用）

地方独立行政法人

一部事務組合【企業団】
（全部適用）

地方独立行政法人（管理運営）

一部事務組合（設置）

一
部
事
務
組
合

一部適用型一組方式
開設準備を行う一部事務組合の
規約を変更し、地方公営企業法
を一部適用する管理運営主体と
する案

類
型
1

全部適用型一組方式
開設準備を行う一部事務組合の
規約を変更し、地方公営企業法
を全部適用する管理運営主体と
する案

類
型
2

地方独裁方式
開設準備を行う一部事務組合を
解散し、新たに地方独立行政法
人を設置して管理運営を行わせ
る案

類
型
3

二階建て方式
開設準備を行う一部事務組合を
設立団体として存置したまま、
新たに地方独立行政法人を設置
して管理運営を行わせる案

類
型
4

評
価
見
直
し



永
井
寛
子
議
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問
　
図
書
館
の
年
間
利
用
状
況

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
昨
年
の
利
用

者
は
8
、
6
0
0
人
で
あ
る
。

一
昨
年
が
9
、
1
0
0
人
だ
か

ら
減
少
傾
向
に
あ
る
。

問
　
5
年
前
か
ら
ず
っ
と
減
り

続
け
て
い
る
の
が
実
態
だ
が
、

原
因
は
何
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
私
見
だ
が
、

子
ど
も
の
数
の
減
少
が
原
因
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

問
　
小
さ
い
時
か
ら
の
読
書
習

慣
は
表
現
力
や
想
像
力
を
高
め
、

感
性
を
豊
か
に
す
る
。
読
書
活

動
の
普
及
の
た
め
に
、
職
員
が

懸
命
に
努
力
し
て
い
る
の
は
承

知
し
て
い
る
。
町
は
ど
の
よ
う

な
支
援
策
を
と
っ
て
い
る
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
定
期
的
に
お

話
し
会
を
開
い
た
り
、
児
童
セ

ン
タ
ー
に
出
向
き
読
み
聞
か
せ

な
ど
、
読
書
に
親
し
む
機
会
を

設
け
て
い
る
。

問
　
2
階
の
学
習
室
は
誰
で
も

利
用
で
き
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
学
生
の
み
が

利
用
可
能
で
あ
る
。

問
　
な
ぜ
学
生
の
み
か
。
社
会

人
で
も
静
か
な
環
境
で
学
び
た

い
と
思
っ
て
い
る
人
は
い
る
が
。

生
涯
学
習
課
長
　
職
員
は
常
時

1
階
に
い
る
の
で
2
階
は
目
が

行
き
届
か
な
い
。
学
生
の
学
習

の
た
め
の
場
所
と
い
う
こ
と
で
、

あ
る
程
度
制
限
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
一
般
の
方
は
ロ
ビ

ー
に
書
籍
を
持
っ
て
行
っ
て
閲

覧
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

問
　
職
員
は
1
人
し
か
い
な
い

の
で
、
2
階
に
は
目
が
行
き
届

か
な
い
の
は
、
学
生
で
あ
っ
て

も
一
般
の
人
で
あ
っ
て
も
同
じ

は
ず
。
納
得
で
き
る
理
由
で
は

な
い
と
思
う
が
。

生
涯
学
習
課
長
　
2
階
の
学
習

室
の
利
用
形
態
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
し
て
み
た
い
。

問
　
図
書
館
は
耐
震
化
さ
れ
て

い
な
い
町
民
会
館
の
中
に
あ
る

こ
と
に
、
不
安
を
抱
く
人
は
多

い
。
特
に
昨
年
の
3
・
11
後
の

防
災
強
化
策
が
言
わ
れ
て
い
る

な
か
、
図
書
館
問
題
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
が
、
町
の
考
え
を

伺
う
。

生
涯
学
習
課
長
　
今
後
優
先
順

位
を
つ
け
て
整
備
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
と
思
う
が
、
今
の
と

こ
ろ
具
体
的
な
計
画
は
な
い
。

問
　
図
書
館
の
移
転
を
望
む
声

が
町
民
の
中
か
ら
出
て
い
る
が
、

町
は
承
知
し
て
い
る
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
先
日
、
図
書

館
の
移
転
も
視
野
に
入
れ
た
検

討
会
の
設
置
を
と
い
う
陳
情
書

を
い
た
だ
い
た
。
今
の
施
設
の

抜
本
的
見
直
し
を
含
め
、
ト
ー

タ
ル
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
抽
象
的
な
言
い
方
で
は
な

く
、
早
急
に
検
討
会
の
設
置
と

い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
。

町
長
　
他
の
公
共
施
設
の
こ
と

も
一
緒
に
考
え
な
が
ら
私
の
考

え
を
整
理
、
判
断
を
し
、
そ
の

後
に
検
討
会
を
立
ち
上
げ
た
い
。

図書館の整備・充実を図る
検討会設置の考えは

近いうちに判断したい

図
書
館
移
転
を

望
む
声
が
多
い

楽しく本に親しむ子どもたち



斉
藤
欽
也
議
員

一番危険な町民会館の
耐震化は

来年3月に公共施設
耐震化計画を発表

耐震化されていない町民会館

鰍
沢
病
院
の
取
得
経
費

と
病
院
運
営
経
費
は

問
　
3
月
に
町
民
会
館
と
役
場

本
庁
舎
の
耐
震
化
に
つ
い
て
質

問
し
た
。
「
実
施
計
画
に
合
わ

せ
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

し
て
い
る
」
と
の
答
弁
で
あ
っ

た
が
現
状
は
。

町
長
　
公
共
施
設
の
耐
震
化
は

こ
れ
ま
で
子
ど
も
の
施
設
を
優

先
に
実
施
し
て
き
た
。
私
の
公

約
で
あ
る
「
さ
ら
な
る
合
併
」

も
近
い
う
ち
に
棚
上
げ
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
表
明
を

す
る
中
で
、
他
の
耐
震
化
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
　
平
成
9
年
、
田
中
町
政
時

代
に
耐
震
診
断
を
し
、
町
民
会

館
あ
り
方
検
討
委
員
会
も
開
催

し
た
。
河
西
町
政
時
代
に
も
再

度
診
断
を
実
施
し
た
。
何
年
も

経
過
し
た
が
、
一
向
に
手
が
つ

け
ら
れ
て
い
な
い
。

　
町
民
の
中
に
は
「
教
育
委
員

会
は
安
全
な
所
に
引
っ
越
し
た
。

だ
か
ら
耐
震
化
を
す
る
気
が
な
い
。

利
用
す
る
町
民
は
ど
う
な
っ
て

も
い
い
の
か
」
と
の
声
が
出
て

い
る
。
「
図
書
館
と
の
関
係
で
、

ト
ー
タ
ル
的
、
抜
本
的
に
検
討

す
る
」
と
の
事
で
あ
る
が
、
こ

れ
ま
で
町
は
何
を
し
て
き
た
の
か
。

町
長
　
一
気
に
は
で
き
な
い
。

い
ろ
ん
な
事
業
も
あ
る
。
優
先

順
位
を
決
め
な
が
ら
進
め
る
。

問
　
考
え
て
い
く
と
い
う
話
は

も
う
や
め
て
ほ
し
い
。
「
病
院

で
経
費
が
大
変
だ
」
で
は
困
る
。

来
年
3
月
に
は
具
体
的
に
示
し

て
も
ら
い
た
い
。

町
長
　
「
さ
ら
な
る
合
併
」
に

判
断
を
下
し
、
計
画
を
発
表
す
る
。

問
　
12
月
10
日
に
厚
生
労
働
省

か
ら
Ｒ
Ｆ
Ｏ
に
譲
渡
交
渉
の
指

示
が
出
さ
れ
、
新
病
院
設
置
が

本
格
的
に
動
き
出
し
た
。
小
さ

な
自
治
体
が
病
院
経
営
を
行
う

こ
と
は
大
き
な
リ
ス
ク
を
伴
う
。

場
合
に
よ
っ
て
は
地
域
医
療
が

崩
壊
す
る
。
こ
れ
ま
で
経
営
統

合
に
向
け
経
営
形
態
の
議
論
を

し
て
き
た
が
、
当
事
者
お
の
お

の
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い
統
合

に
な
っ
て
い
る
。
私
は
今
で
も

反
対
で
あ
る
。
取
得
費
用
は
。

町
長
　
鰍
沢
病
院
の
簿
価
は
70

億
円
以
上
に
な
っ
て
い
る
が
、

具
体
的
な
交
渉
は
こ
れ
か
ら
で

あ
る
。
無
償
譲
渡
は
無
理
に
し

て
も
、
再
生
交
付
金
で
処
理
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
。

問
　
経
営
統
合
時
の
負
担
は
。

町
長
　
市
川
三
郷
町
立
病
院
の

不
動
産
鑑
定
を
依
頼
し
て
い
る
。

医
療
機
器
の
借
金
、
累
積
赤
字

5
億
円
な
ど
、
協
議
会
の
な
か

で
資
産
・
負
債
の
処
理
を
協
議

し
確
定
す
る
。
町
立
病
院
の
建

て
替
え
も
必
要
で
あ
る
。

問
　
今
回
は
具
体
的
な
数
字
が

ひ
と
つ
も
出
て
こ
な
い
。

町
長
　
み
ず
ほ
総
合
研
究
所
に

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
依
頼
し

て
あ
る
。
今
後
数
字
を
示
す
。
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こ
の
欄
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
写
真
は
、
高
下
の
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
で
あ
る
。

　
富
士
川
町
の
観
光
名
所

と
し
て
全
国
的
に
も
有
名

に
な
っ
て
お
り
、
元
旦
に

は
テ
レ
ビ
で
も
放
映
さ
れ

る
。
一
度
見
た
人
は
そ
の

素
晴
ら
し
さ
に
感
動
す
る

が
、
初
日
の
出
と
し
て
見

ら
れ
る
場
所
は
意
外
に
少

な
い
。

　
最
近
、
町
で
計
画
し
て
い
る
「
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
」
か
ら
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
が
見
ら
れ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
高
下
よ
り
さ
ら
に
標
高

の
高
い
林
道
だ
が
、
富
士
山
の
眺
め
は
素
晴
ら
し

く
、
新
し
い
観
光
ル
ー
ト
と
し
て
も
期
待
で
き
る
。

（
井
上
光
三
）

問題1. 補正後の一般会計総額は？
問題2. 新病院の開院は何年何月か？
問題3. 塩の華の通年営業は何月何日から開始したか？

前回の答え

厳正なる抽選の結果、3名の方に賞品を発送しました。

《景　　品》

《応募要領》

《 宛 て 先 》

《 締 め 切り》

《当選者の発表》

抽選で3名の方に図書券千円分を差し上げます。

必要事項を記入の上、ハガキにて応募ください。

〒400-0592　富士川町天神中条1134

　　　　　富士川町議会事務局　行

平成25年2月末日（当日消印有効）

商品の発送をもって当選と代えさせていただきます。

・答え　・郵便番号　・住所　・氏名
・年齢　・電話番号　・議会だよりの感想

　
文
字
を
知
ら
な
い
少
し
ま
ぬ

け
な
下
男
が
、
主
人
の
手
紙
を
持
っ

て
、
平
林
村
の
知
人
に
届
け
に

行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て

主
人
か
ら
、
も
し
も
行
先
を
忘

れ
た
ら
、
手
紙
の
表
を
誰
か
に

見
て
も
ら
っ
て
、
道
を
聞
い
て

行
け
と
言
わ
れ
た
。

　
下
男
は
一
里
ば
か
り
来
る
と

道
が
二
筋
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
、

通
り
か
か
っ
た
人
に
手
紙
を
見

せ
て
道
を
尋
ね
た
。
そ
の
人
は

手
紙
を
見
て
、
こ
れ
は
タ
イ
ラ

リ
ン
と
い
う
所
だ
が
、
左
の
道

を
行
っ
て
、
ま
た
そ
の
先
で
聞

い
て
み
る
と
よ
い
と
教
え
た
。

下
男
は
左
の
道
へ
入
っ
た
が
、

行
先
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
タ

イ
ラ
リ
ン
、
タ
イ
ラ
リ
ン
と
大

声
で
歌
い
な
が
ら
行
っ
た
。
し

ば
ら
く
行
く
と
、
ま
た
道
が
二

筋
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
、
下

男
は
通
行
人
を
捕
ま
え
て
、
手

紙
を
見
せ
て
道
を
尋
ね
た
。
す

る
と
そ
の
人
は
、
あ
あ
こ
れ
は

ヒ
ラ
リ
ン
と
い
う
所
だ
。
ヒ
ラ

リ
ン
な
ら
ば
右
の
道
を
行
く
が

よ
い
と
教
え
た
。
下
男
は
今
度
、

タ
イ
ラ
リ
ン
か
ヒ
ラ
リ
ン
か
と

歌
い
な
が
ら
行
く
と
、
ま
た
分

か
れ
道
へ
来
た
。
そ
こ
で
下
男

は
通
行
人
に
尋
ね
る
と
、
そ
の

人
は
、
こ
れ
は
ヘ
イ
リ
ン
だ
と
言
っ

た
。
こ
う
し
て
何
度
も
何
度
も

尋
ね
る
と
、
次
の
人
は
ヘ
ー
ベ
ー

シ
だ
と
言
い
、
そ
の
次
の
人
は
、

一
八
十
の
木
木
だ
と
言
い
、
ま

た
あ
る
人
は
一
八
十
の
木
木
ン

だ
と
言
っ
た
。

　
下
男
は
こ
れ
ま
で
に
教
わ
っ

た
こ
と
を
一
ま
と
め
に
し
て
「
タ

イ
ラ
リ
ン
か
ヒ
ラ
リ
ン
か
、
ヘ

イ
リ
ン
か
ヘ
ー
ベ
ー
シ
、
一
八

十
の
木
木
か
、一
八
十
の
木
木
ン
」

と
大
声
で
歌
い
な
が
ら
、
鰍
沢

の
に
ぎ
や
か
な
町
を
歩
い
て
行

く
と
、
町
の
人
た
ち
は
変
な
人

だ
と
い
っ
て
騒
ぎ
出
し
、
と
う

と
う
役
人
が
来
て
、
下
男
を
捕

ま
え
て
お
役
所
へ
引
い
て
行
っ
た
。

　
下
男
が
手
紙
を
出
し
て
見
せ
、

こ
れ
ま
で
の
い
き
さ
つ
を
話
す

と
役
人
は
、
な
ん
だ
、
こ
れ
は

ヒ
ラ
バ
ヤ
シ
じ
ゃ
な
い
か
。
そ

れ
な
ら
ば
こ
っ
ち
へ
行
け
と
言
っ

て
、
正
し
い
道
を
教
え
て
く
れ
た
。

そ
れ
で
下
男
は
よ
う
や
く
村
の

名
前
を
思
い
だ
し
、
手
紙
の
あ

て
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
増
穂
町
誌
か
ら
転
載
）

（1）3,100メートル　（2）宮城県気仙沼市　（3）76億4,784万円

　
平
林
の
話
は
全
国
各
地
に
あ

り
、
ま
た
、
落
語
に
も
出
て
く

る
話
で
あ
る
。
落
語
で
は
「
た

い
ー
ら
ば
や
し
か
、
ひ
ら
り
ん

か
、
い
ち
は
ち
じ
ゅ
う
の
も
ー

く
も
く
、
ひ
と
つ
と
や
っ
つ
で

と
っ
き
っ
き
ぃ
」
と
言
っ
て
い
る
。 みさき耕舎から見た平林の集落
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